
綾部の風土と思想を象徴する大本教とグンゼ

富野　綾部は歴史が古いだけではなく、近
代の中で非常に重要な役割を果たした町で
す。大本教とか、グンゼという特色のある、
今の社会貢献に関係あるような企業が生ま
れてきたところです。現代、いい町として多
くの方々に愛されているところでもありま
す。最近、「水源の里シンポジウム」など、
山村地域で問題になっていることについて
リーダーシップを発揮されて、この問題の解
決に頑張っておられます。そのトップリーダ
ーとして、市長としてのいろんな思いや戦略
があるということで、今日はお招きをさせて
いただきました。早速、市長さんにお話をし
ていただき、その後、質疑応答をさせていた
だきます。NPO・地方行政研究コースの院
生を中心に綾部のことを勉強させていただ
きましたので、市長さんと直接いろんな議論
をさせていただく場を持たせていただきた
いと思います。よろしくお願いたします。
四方　皆さん、こんにちは。龍谷大学に富
野さんが来ておられることは知っていたん

ですが、お会いするのは今日が初めてでござ
います。しかし人間というものは不思議なも
ので、何かのことで印象が残っていますと、
初めて出会っても何か前から知り合いであ
ったかのような気がするものでございます
が、逗子市長をやっておられた時、米軍住宅
問題をめぐって市民の皆さん方と一緒に闘
われたんですね。そういうことを覚えており
ますし、その後、島根県へ行かれたりしてい
るという動静は新聞で伺っていまして、今
日、お会いして、私も丹波の山奥から出てき
てよかったなと、まず思わせていただきまし
た。皆さん方もよい先生を龍谷大学にお迎え
になったなと思います。聴講しておられる
方々の評価が給料に反映する時代に入って
まいりましたから、ぜひ高得点を差し上げて
いただきたいと思っております。
何はともあれ今、ご紹介を受けましたよう
に、若干、資料の中に経歴が書いてあります
ので、現職で何をやっているかがわかると思
いますが、私がおります綾部市は宗教法人の
大本という宗教がございまして、戦前、大正
10（1921）年と昭和 10（1935）年に 2 回、
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治安維持法や不敬罪を中心とする大きな弾
圧を受けております。戦後はもちろん無罪に
なりました。しかし 8年 5カ月くらい出口王
仁三郎（でぐち・おにさぶろう）さん、出口
スミさんなどが未決勾留されています。2000
人の信者さんが引っ張られるという、宗教史
上、世界的に見ても大きな弾圧を受けて、今、
それが蘇ってきつつあります。そういう宗教
の聖地でもございます。
グンゼというのは製糸業としてはまさに
日本のさきがけで、120 年くらいの歴史があ
ります。残念ながら製糸業はもうなくなった
んですが、当時、諏訪とかでは野麦峠の女工
哀史がありまして、あちこちから貧しい農村
地域の少女がかき集められ、1 日 15 時間以
上という、考えられないような労働を強いら
れました。その中で堪えらなくなって脱走す
る、でも追いかけられて捕まえられてまた戻
される、という『女工哀史』の物語があるわ
けですが、同じような時期に綾部でグンゼと
いう会社が生まれたのです。
グンゼでも、その当時の労働基準法では
15 時間だったんですが、15 時間目一杯働か
せることはありました。しかし、それが終わ
ると、会社の中に誠修学院をつくって全国の
農村から来られた子女を教育した。しつけか
ら料理・裁縫まで、「嫁をもらうならグンゼ
からもらえ」と言われたくらいでした。工場
は学校である、学校は工場である、表は工場
だけど裏は学校の門であるという哲学、思想
のもとに創業者の波多野鶴吉さんがつくら
れたのです。その古い思想というものが今、
こういう時代にあって非常に輝きを増して
きているといえます。
中沢新一さんという、哲学界のキムタクと
言われているダンディな先生が、綾部で講演
されました。普通は着てきた服のまま講演に

出てきます。でも、その人は、今から着替え
ると別の部屋に行って、スカッとした身なり
になっておられました。話はとてもよかった
んです。中沢新一さんはたまたま、創業者の
お孫さんにあたる波多野一郎さんが書かれ
た『イカの哲学』という本に出合われた。波
多野一郎さんは特攻隊に配属され、中国で出
撃しないといけない寸前に終戦になって、シ
ベリアに 4年間抑留される。そこで当然、共
産主義思想をたたき込まれるわけです。波多
野一郎さんだけは「これだけではないぞ」と
思って帰ってきて、すぐにアメリカに行き、
アメリカの自由な空気に触れながら、たまた
まアルバイトでイカを仕分けする仕事につ
くんですね。ものすごくたくさんのイカを選
別する。するとイカの目に会うわけです。そ
こで『イカの哲学』が生まれた。
極端に言うと、人間性と言いますが、人間
性というのは人間同士の間での思想として
あるわけですね。しかしイカも生き物ではな
いか。イカにも命がある。仏教でもそれは言
っているわけですが、それを改めて自分で感
じて『イカの哲学』という冊子をつくられた。
それを中沢新一さんが大学生の頃に読んで、
ずっと記憶に残っていたというんですね。
それがなんで生まれたか。綾部の風土、グ
ンゼという会社の産業思想ですね。平和思想
ですね。産業は平和なものである。産業とい
うのは自然と同居しながら育つものだ。自然
に逆らっていくのは産業といえないという
思想がグンゼの中にあるわけです。そういう
創業者の血を受け継いで、孫が『イカの哲学』
を書いた。そして綾部で生まれた大本という
宗教は、「人類愛善」、「万教同根」、すべての
宗教の根っこは一緒ではないか、何もいがみ
合うことはないじゃないか。一緒になって世
界平和を目指そうと提唱していった宗教な
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んですね。そういう風土があって、『イカの
哲学』が生まれた。日本の平和学はこの綾部
から始まるんだということを、中沢新一さん
は言っておられるんです。それが綾部という
ところであるということでございます。

市長になるまでの経歴

ところで、富野先生から綾部の政治、市政、
行政をどういう思いでリードしていってい
るか、リードしてきたかをしゃべってくれと
いうことでございましたので、その前段の話
をさせていただきます。
資料の『ガバナンス』という雑誌、そこに
私の横顔が出ています。大学に昭和34（1959）
年に入りまして、すぐに安全保障条約の問題
がありまして、1960 年安保世代ですね。私
は京大でしたが、ドイツ語の高原先生が変わ
っておって、宇治の分校で、授業があるから
出ないといかんと出席したら、高原先生が
「今日はこの教室には誰もいないと思った。
何人かおるので私は失望した」と言うんで
す。先生は目の前に生徒がおってなんぼでし
ょ。おらんことを期待しているのは何かな、
と思ったら「円山音楽堂で集会がある日だ。
皆、そちらに行っとると思っていた。ここに
おるのは残念だ」と言うもんで「私もやらな
いといかんのか」と思って、それに行ったら
単位を貰えるようになるのかなと思って、そ
の頃からデモに行くようになりました。最盛
期は京都大学の時計台から円山音楽堂まで、
先頭が円山音楽堂に着いてもまだ時計台の
前に人が残っていた。学生、教職員合わせて
5000 人くらいが出たんですね。出ない奴は
人間でないかのような雰囲気だったですね。
そういう渦の中に身を置いたということが
あります。

昭和 34（1959）年に大学に入って 38 年に
卒業して三菱重工に入りました。私はゼミで
社会政策をやっていて、岸本英太郎先生の労
働問題をずっとやっていまして、三菱重工で
の配属先が労働組合の窓口だったんです。そ
こで、労働組合の幹部と接触しますよね。そ
れがいわゆる御用幹部、ダラ幹の典型的なも
のだったですね。大体、三菱の場合は養成学
校がありまして、中学校を出たら全国から優
秀な人が養成工で入られて現場でたたき上
げて最後は組長、係長で定年退職のコースで
す。現場コースです。その中でもさらに優秀
な人たちが組合幹部になっていく。ところが
幹部になるや現場を忘れる。厳しい現場を忘
れてしまう。昼間からマージャンをジャラジ
ャラやったり、クラブを 2つ、3つ会社が用
意して、そこへ行けば組合幹部は飲み食いタ
ダだったり。その請求書が私のところに来る
わけです。ボーナスは会社から払う。考えら
れないことですよね。労組法上から見ても。
それが堂々とまかり通っていたので、それは
あかんということで組合改革を旗印にして
執行委員に 3回立候補した。だんだん票は増
えていったけど、落選、落選。勤労部の中で
最も閑職に配転させられる。次は執行委員選
挙に当選するかなという、その直前に大阪営
業所に行けという話になって、それを拒否し
て解雇になった。会社が組合と一緒になって
解雇してきた。
それに対して私は不当労働行為だと裁判
を申し立てた。第一審は約 4年半かかりまし
た。これは勝ちました。明らかに不当労働行
為だと明快な判決が出ました。二審は高裁。
仮処分で負けました。門前払いの感じでし
た。そういう時代だったんです。そんなこと
で 8年間くらい、そういうことをやりまして、
故郷が綾部だったので、綾部に帰ろうか、東
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京へ行こうか考えました。こんな私でも、そ
ういう運動の延長線上で「出てこいや」とい
うのがあったんです。当時の総評（日本労働
組合総評議会）なども声をかけてくれまし
た。
いろんな人生を経ながら、故郷の綾部に帰
るかなと。親父が 88 歳、おふくろが 78 歳に
なっていましたね。私は 38 歳ですけど。私
は決して愛人の子どもではないんです。正妻
の子どもだったんですが、親父が 50 歳の時、
おふくろが 40 歳の時の子どもで、38 歳で帰
った時にはもう親父が 88 歳になっていまし
た。両親が二人で家を守っていた。
私は 10 番目の子どもなんですよ。おふく
ろは 18 歳からずっと子どもを産み始めた。
戦前は「産めよ、殖やせよ」で国策として奨
励される。戦争で若い男はどんどん死んでい
ったわけです。国力は人口にもよるというこ
とになるわけですから「産めよ、殖やせよ」
という国策で、それを忠実に私の両親は国に
報いるためには子どもを産むことが大事だ
とがんばったんですね。国策のおかげで私は
こうして皆さんの前に立つことができてい
るということでございますけど。
今は少子化だから、国も結婚してくれ、産
んでくれと言っています。産んだらなんぼあ
げるとか、極端なことを言うと、子どもの出
産祝いに一人 50 万円出しますというところ
もありますよね。馬鹿げてると思いますけど
ね。金を目当てに子どもを産むなんてこと
は、考えてみたらおかしな話でね。そんなこ
とではないでしょう。そんなことで生まれて
きた子どもは幸せじゃないですよねと思い
ますけど、それほどまでにやっても、国策に
従わんですね。その点は戦前と戦後の考え方
の違いだなと思います。
そういうことで綾部へ帰って市会議員、府

会議員、途中で 41 歳の時に市長選挙に出ま
したけど、これは見事に負けました。その時、
41 歳で出て当選していたら全国最年少です
よ。今は 20 代で市長をやっている人はいく
らでもいます。その後、府会議員をやって平
成 10（1998）年、市長に就任させていただ
きました。

市役所は総合サービス業　少数だから精鋭

市長になってすぐ、綾部市も平成 14（2002）
年に財政が赤字に転落すると内部の会議で
知らされてまして、エッと驚きました。ほん
とにエッだったですよ。市役所の中に入っ
て、つぶさに人々の動きを見ていました。最
初に気になったのは、職員がよっぽどひどい
水虫やったら別ですよ。そやけどもスリッパ
履いてタラタラ歩いている。私はタッタッと
すぐ追い越してしまう。歩く速度が遅いんで
すよ。スリッパを履いているから余計遅い。
私はまず「スリッパをはくのをやめましょ
う」と言いました。なぜならスリッパ履いて
いて、もし地震があって、市民が犠牲になっ
たら飛び出さないといかん時に靴に履き替
えないといかんでしょう。公務員はすべから
く市民の安全・安心を守るためにあるわけで
す。消防はまさにそうです。警察もそうです。
警察官がスリッパ履いてトロトロ町中を歩
いていたらどうですか。「やる気があるんか」
と皆が言うでしょう。役所でも同じことやと
思うんです。私はまずスリッパを履いている
部長をつかまえて、何よりもあなたの安全の
ために必要だと説きました。飛び出す時に何
か上から落ちてきたり、けつまずいて倒れた
りする可能性があるじゃないか。裸足になっ
て飛び出さないといかんかもしれないと。そ
のことは早く伝わって、スリッパを履くこと
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はなくなりました。
それからともかく市役所は総合サービス
業である。私はそのサービス業の会社の社長
である。だからコストを下げて効果を上げ
る。市民に最大のサービスをやる。イベント
でもコストがかかっている。この中で机、椅
子いっぱいの聴講の人がおられようと、3人
であろうとコストは変わらない。3人やから
電気を 3つつけて後は消せやというふうにな
らんでしょう。コストをかけただけの効果を
上げるためにはどうすべきか。たくさん入れ
たらいいわけですよね。悪い話には、たくさ
ん入れなくてもいいですけど、よいなと思っ
たらようけ入れたら一人あたりのコストは
下がるわけです。ところが、市役所の長い間
の体質は親方日の丸、予算は最初に決まって
おって、その範囲内でやれば文句は言われま
せん。逆にお金を余したりしたら「予算を立
てる時にしっかり事業を検討したんか。一つ
ひとつものごとを積み上げてこの予算をつ
くったんか？」と言うて、議員から叱られる。
上から叱られる。だから使いきらないといか
ん。今年は出張を 20 回やろうと思っている
という部がある。「だろう」ですから、やっ
てみないとわかりません。その予算が残った
ら、次の年に 20 回が 15 回に切られてしまう。
だから何としても 20 回に到達しないといか
ん。1、2、3 月になると出張が多くなって、
今では少なくなりましたが、新幹線なんてそ
れとおぼしき出張族がウロウロしていまし
たよ。それが役所の実態だったんです。
そういうものを直していかないといかん
ということで、私はしきりにコストを下げ
る、効果を上げる、サービス業だから親切、
迅速にね。そして、挨拶、笑顔をしっかりや
ろうと。箱ものについても同じで、新しいも
のをどんどんつくらなくてもいい。古いもの

で十分間に合うものはいっぱいありますか
ら。最近、信用金庫が統合して閉店する支店
が多くなりました。信用金庫は銀行ですか
ら、ごつい金庫もありますし、なによりしっ
かりした建物でないといかん。掘っ建て小屋
では金を借りにいくことはあっても、預け入
れに安心して行けないでしょう。だから、そ
れなりにガッチリしていないといかん。だか
ら、閉店した支店の建物は使えるんですよ。
そういうものをボランティアセンターにし
たり、郊外にある田舎の「水源の里」近くに
あった支店の跡は消防団の分遣所にしたり
する。
綾部市は 350 平方キロで広いんですよ。分
遣所を一カ所くらいつくらないと救急車で
運ぶ時も往復しないといかん。そうなると 1
時間以上かかる。助かる人も助からんことも
あるので、どうしても出先に分遣所をつくら
ないといかん。信用金庫の支店が閉鎖になっ
たので、これを分遣所にして、下を「いきい
きセンター」と称して住民票の受付、戸籍謄
本の受付、印鑑証明もとれるようにした。他
にも、京都交通が倒産したので、「あやべ市
民バス」、愛称「あやバス」という独自の綾
部の市営バスをつくったんですが、そのター
ミナルにする。そして、いきいきセンターに
水源の里振興課をつくりました。他にも、農
協跡地をコミュニティセンターにしました。
その建物も買いません。どえらい立派な建
物だから、ようけ借り賃がいると思うでしょ
う。ところが、賃料は固定資産税分にしよう。
チャラにしようということで、かなり耐用年
数もあるし、一カ月の賃料が 3万とか 5万円。
都会のアパートやマンションの賃料と同じ
くらいで借りています。それで立派に機能し
ている。そういうことを含めて、いろいろや
りました。ともかく新しいことをやるのは好
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きなので職員の皆さん方は右往左往して目
を白黒させています。最近、ちょっと落ちつ
いたかなと思っていますが。ひょっとして追
い詰められて自殺する人が出たら責任重い
なと思ったんですけど、案外、人間というも
のは大丈夫です。
私が就任した頃は職員が 478 名おったんで
す。それが今は 387 名で 90 名減らしました。
でも、職員を減らして労働強化になったとい
うことはないと思います。そのために係制を
廃止するなどして風通しをよくしました。そ
りゃ、地震が起こったら、皆が忙しいですよ。
だけど普通の業務の時はだいたい読めるん
ですよ。税務課が忙しい時、建設部が忙しい
時とだいたい読める。いろんなイベントも決
まっている。そういう時にお互いが手伝いに
行ったらいい。そのために 3年か 5年おきに
あちこち転勤している。（忙しいときは）応
援に行こうと申し合わせればいい。
人の問題については、よく少数精鋭と言い
ます。精鋭の人間が少数で頑張れば、それで
よろしいと。でも、それはプロ野球の世界だ
と思います。役所の場合は、少数だから精鋭
になるんです。「七人の侍」という黒澤明の
映画がありますけどね、あれは七人の侍がそ
れぞれ個性をもって闘う。志村喬が大将にな
って、村を盗賊から守るという話ですよね。
ものすごくたくさんの盗賊を相手に、皆が得
手を生かして知恵を出して守り抜く。百姓も
竹槍をつくって一緒に闘う。そして守り抜
く。少数だから精鋭になるんですよ。精鋭に
なることは幸せなことなんですよ。もともと
持って生まれた能力は、ものすごくたくさん
あるはずですよ、人間というのは。
市役所という組織は、言ったらなんですけ
ど、予算が一番多い時、事業量が一番多い時
に職員をワーッと採るんです。事業量が減っ

たら徐々に減らしたり、増やしたりしないと
いかん。こんなことは普通の会社やったらや
りますやん。ところが役所の場合は国体が来
たような時にブアーッと増やして、それをそ
のまま定数として維持する。だから仕事がな
いのにブラブラしてないといかんというこ
とに相成って、結果的には一人ひとりの能力
が、新しい遺伝子が出てくる機会がなくなっ
たんです。こんな不幸なことはないでしょ
う。ですから、「少数だから精鋭になる、こ
れは幸せなことなんだと前向きに受け止め
たらいかがですか？」ということを職員の皆
さん方にも訴えながら今までやってきまし
た。私はあと1年半くらいで辞めますけどね、
その時には 380 名までにするとしています。
でも、限りなく 0に近づけたらいいとは絶対
思いませんよ。ある程度、ほどほどのところ
はあると思いますけど、考え方としては「少
数だから精鋭」という考え方が必要だと思い
ます。

時限条例で「水源の里条例」を

ところで、今、なぜ水源の里か。私は綾部
市に幼稚園から高等学校までおりました。綾
部の様子はだいたいわかっていました。一昨
年 1 月が、第 3 期目の市長選挙でした。「3
期 12 年をもって終わります」ということを
皆さんに言って「これからの 4年間は尽くし
きるつもりだ」と言いながら選挙をやらせて
もらいました。
その時、つらつら考えてみるに綾部は広い
ところで、まだ一回くらいしか行ったことが
ない集落がいっぱいある。そのうちのいくつ
かを選挙の機会に訪ねてみようと思いまし
た。というのはそういう地域は学問的に言え
ば「限界集落」です。限界集落というのは高
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齢化率、65 歳以上の方々が住民の中に 50％
以上いるところ。これを限界集落と言うんで
す。大野晃先生が言いだした。綾部市には、
それよりももっとひどい高齢化率、どんどん
人が減ってきている地域、そういうところが
ずいぶんあるなと思いながらも、見て見ぬふ
りをしていた。でも最後やからと、そこへ出
掛けていったんです。
綾部市全体は 350 平方キロ、谷が深くて向
こうは福井県おおい町に接しています。こう
いった地域の中で 3カ所に行きました。2カ
所は私自身、元気が出なかった。「しゃあな
いな」という感じだったですね。ところが 1
カ所、市志（いちし）、この集落に行ったら、
そこは違っていた。
ここも高齢化比率は 100％ですね。市志は
世帯数が 14、人口が 21 人、独居老人の世帯
が 7世帯。あとの 7世帯は複数ですが、これ
またお年寄り夫婦。子どもはおらんわけで
す。100％ですから。そういうところに出掛
けた。すると、21 人全部出てきていただき
ました。21 人、私に投票していただけるな
と思いましたが、それはそれとして座談会を
やりました。そしたらね、ここはたまたま地
域の人々が山蕗（やまぶき）、今、採りいれ
の最中ですが、山蕗を 2町歩、2ヘクタール
くらいつくっておられて農協へ出して 650 万
円くらいの粗収入を上げておられる。そし
て、月いっぺん、必ず、用事がなくてもおば
あさんたちが集まって茶飲み話をしている。
さらに盆の 8月 14 日、市志の出身者、都会
で働く子どもたちが家族を連れて帰ってく
る。これはある意味ではあたりまえです。そ
れと会社の同僚も連れてくる。今はもう都会
生まれ、都会育ち、田舎を知らない、田舎が
なくなった同僚もたくさんいるわけです。そ
ういう人たちに呼びかけて一緒に連れて帰

ってくる。普段は 20 人のところに 8月 14 日
になると 60 人から 70 人の人々が集まる。や
ることは焼き肉を食ったりカラオケ大会か
盆踊りをやったりするくらいのことでしょ
うが、それをずっと続けているというんです
ね。そして、それをちゃんとやっていく意欲
的なリーダーが歴代おられる。高齢化比率
100％で自治会長さんも 75 歳とか、一番若い
人が 70 歳くらいです。そういう地域社会で
すけども、しかし明るいんですね。
この 4つの要素が備わっておれば集落の再
生は不可能ではない。即ち、1つ目に産業が
あること、2つ目にコミュニティがちゃんと
していること。3つ目は交流があること、特
に都市との交流があること。4つ目は、リー
ダーが存在すること。この 4つの要素があれ
ば何とかなるのではないかと感じました。
そこで当選してすぐに検討会を立ち上げ
ました。気候条件は大体、北部共通ですが、
雪が降る時は、どえらい降る。選挙の時の平
成 18（2006）年は 1メートル 50 センチ降っ
て雪降ろしが大変でした。猿とか鹿、猪も、
たくさんおります。山蕗もそうですが、普通
の野菜をつくるのでも柵をしたり、網をかけ
たりして、その中で農業をさせていただいて
いるというのが水源の里の条件です。それほ
ど猪や鹿が跋扈（ばっこ）しています。そう
いう条件下にある集落の再生をテーマに 4月
に検討会を持ちました。5つの集落の代表者
と私と大学の先生も飛び入りで入っていた
だいたりして 30 時間、6 回重ねました。島
根県に見に行くなどしながらやってまいり
ました。そして、8月に報告書をつくり、12
月の定例会で「水源の里条例」を提案し、満
場一致で可決しました。
条例の理念としては、何よりも水源の里を
存続させる。水源の里の持つ機能を守る。し
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かし、いつまでもこの条例は生きているもの
ではない。現に 70 歳以上の方が対象ですか
ら時間が少ない。5年間の間に何とかしてく
ださい、方策方途を見つけてくださいという
ことで「時限」にしました。
そういう緊張感を持たないといけない。年
寄りやからと言うて、いたわってばかりいて
もあかんのです。年寄りだからこそ先はそん
なにないので、自分の愛する故郷に、5年の
間で最後の勝負してくださいということで
す。Iターンの人を迎えるような、Uターン
も今までは考えなかったけど、条例によって
「光があたってきたな、我が故郷に帰るか
な」、そういう話がちょこちょこ出てきてい
ます。そういう故郷に光を当てる事業を 5年
間の間で勝負しませんかというのが、この事
業の趣旨でございました。

空き家の活用、都市との交流

水源の里の位置づけとしては、市役所から
20 キロメートル以上とか、高齢者比率 60％
以上が 20 戸未満とか、水源地域であるとか。
だいたい皆、水源地域なんですよ。水の源。
行けば、ほんとに水がきれい。そこで水源の
里に 4つの振興目標を立てました。
市志の座談会で得たことを一つの教訓と
しながら、一つは「定住促進の対策をしよう」
と。住宅整備の補助をやろう。150 万円を、
ポンと渡します。改造でも結構だし、新しく
建てるのも結構です。具体的に一人、二人出
てきています。定住、そこに住んでもらうと
1年間、1カ月 5 万円ずつ払います。これは
交通費が大変だということもありますね。雪
降ろしとかもあります。そういうことも考慮
しながら特典を出しました。
特に空き家を活用しましょう。空き家は綾

部でも何百とあるんですよ。しかも綾部市に
借りたい、買いたいという人が 700 人。「里
山ねっと・あやべ」、綾部市の里山交流研修
センターですが、小学校が廃校になった跡地
を使って、これも 7、8 年経ちますが、3000
人くらいが寝泊まりも含めて交流してもら
っています。そこへ大都市から綾部に来たい
と登録している人が 700 人いる。綾部には空
き家状態の家が 900 軒くらいあるんですよ。
でも、あってもだめだという。理由は、正月、
盆に帰るとか、将来は綾部に帰りたいとか、
仏壇がまだ置いてあるからとか、近所の親戚
がどういうふうに言うかわからんからかな
わんとか、値段が折り合わないとか。都会で
300 坪というと、どえらいことです。都会で
暮らしている人にとっては、綾部の実勢価格
がなんぼやと言うても、ピンとこないんです
よね。そんなことでなかなか成立しないとい
う問題があります。
あとは都市との交流を促進すること。5集
落を中心としてずいぶん動きが出てきてい
ます。これまでは「あかん。何もやらへん、
このまま死を待つだけだ」と言っていた人た
ちが動き始めたんですよね。たとえば京阪神
に、ふきのとう摘み取り体験ツアーを募集し
たんですよ。すると、バスが 2台で来たんで
す。しかも雪が降っている時です。雪の下か
らふきのとうを掘り起こす。そんな作業をす
るためにわざわざ来るもんかと思いがちな
んですけど、やってみたら案に相違して来ら
れるんですよ。そして皆、感動するんです。
そこで採れたものを直ちに天ぷらにして食
べてもらったら感激するんです。自分がとっ
たふきのとうを家に持ち帰る。たったそれだ
けのことですよ。しかもバスが奥に入って行
かんですから、ショボショボ雪が降るところ
を 3キロくらい歩かないといかんかった。そ
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れでふきのとう摘み取り体験ツアーは成功
したんです。地元で考えている価値観と大都
市の思いは違うんですね。
栃餅（とちもち）があります。栃餅を食べ
たことがありますか。トチの実はだいたい、
何年かかって実が落ちると思いますか。「桃
栗三年柿八年」と言うでしょう。でも、トチ
の実はスケールが違いますよ、最低 50 年。
50 年の木にならないと実は落ちてこない、
ちゃんとしたものは 80 年くらい。今、植え
てもここにおる人は誰も食べられません。そ
れくらい貴重なものです。その貴重なもの
を、昔は栃餅にして実際に販売していた。で
も、トチの実を鹿が喜んで食べるんです。こ
っちは年を取っているから、山の奥に実があ
ることはわかっていても採りに行けない。50
本くらい群生しているところがあることを
知っていても、全部鹿にやられる。栃餅をつ
くっていた人もやめたんです。それを起こそ
うと、サポーター、ボランティアに出てもら
って地元の人と一緒に鹿避けの柵をつくっ
て去年からとり始めました。栃餅を加工して
つくって売り出して、今は阪急のカタログに
も栃餅がメニューに入りました。結構、引き
合いがある。テレビも映してくれまして、
100 万円くらいは売り上げを上げているので
はないですか。それもおばあさんが集まって
5、6 人でやっておられる。そういうことが
始まりました。
都市との交流が始まりました。地域産業も
出てきた。とは言うものの、相変わらず昔の
便所、おつりがくるような便所ではなかなか
若い人に飛び込んできてくれと言っても来
ませんよ。水洗化をすることも必要でしょう
し、山の奥でも携帯くらいはかかるようにせ
ないかん。光ファイバーもないですね。これ
を通せば、今はものを書いたり、設計したり

する人は何も都会におらなくてもいいわけ
です。賃料の高いマンションにおらなくて
も、こういう地域で十分やれる。

テレビ報道で限界集落に光があたる

そういう動きの中で 5集落が協議会をつく
って、ほとんど全員が集まりました。それだ
け気合が入ってきた。綾部市もそんなに金を
出していない。なのに、こういう流れがどん
どん出てきたのはなぜか。これは面白いこと
だったなと思います。水源の里条例をつくっ
た一昨年 12 月、綾部市議会に NHKのテレ
ビが入りました。私が水源の里条例を提案し
たことをテレビがニュースで流した。それか
らにわかに様相が変わってきました。「瓢箪
から駒や」と、言うとるんですけど、朝日、
毎日、読売、日経が、それぞれ社説でダーッ
と採り上げ始めた。折から去年夏に参議院選
挙があって、自民党が大敗した。小沢一郎さ
んが岡山の田舎に行き、そこで第一声を始め
た。安倍総理大臣（当時）は東京の渋谷か新
宿で第一声を始めた。この舞台の違いです
よ。何も民主党が田舎のことを考えて田舎に
足を持っておったかというと、何も関係な
い。テレビ現象が大きいですね。綾部市の「水
源の里条例」についても、マスコミに一瞬、
光をバンと当てられたことが、大きなインパ
クトになっています。この水源の里、「消え
ゆく集落を何とかせないかん」ということは
全国どこの市町村長においても課題になっ
ているから、そういう条例もあるはずだと思
ってたんです。ところが案に相違して「集落
の再生について条例をつくったのは綾部市
が初めてだ」となったわけです。ほんとに私
は知りませんでした。テレビカメラが議会に
入ってきて初めて、えっ、そうかと。



10 分権型社会を拓く自治体の試みと NPOの多様な挑戦

というのはね、今までも国も府も市町村も
過疎対策はもちろん大きな命題としてあっ
た。平成 22（2010）年 3 月 31 日までが期限
ですが、国の過疎法です。何度か更新しなが
ら 36 年間の間に 76 兆円という天文学的な数
字を過疎対策といって投資しているんです。
過疎対策といって投資した 76 兆円という巨
大なお金が、こういう水源の里の地域にどう
いう使われ方をしたのか。せいぜいそこへ行
く道路の改修に使われたくらいですね。本当
に必要な、産業とかコミュニティ、文化芸能
を起こすとか、Iターン、Uターンの人を迎
えるというようなソフトの事業には何も使
われてないんですね。
この 76 兆円の予算は何に使われたか。人
口減少率に着目したんですよ。しかも市町村
単位なんです、集落単位ではなく。綾部市で
かつて人口が 5万人いた。20 年間で 3.8 万人
に減った。このように綾部市の場合、人口は
徐々に減っていますが、減り方が少ないとい
うことで対象にならなかった。どうしても町
村が中心だった。やる内容は道路もございま
した。林道もございました。ちょっとした産
業を興さないといかんということで工場誘
致、工業団地をつくる、出先の診療所をつく
る。学校統合でお金がいるからそれに使う。
道路、箱ものに 76 兆円のお金が投入されま
した。全然効果がなかったとは言いませんけ
ど、いわゆる過疎の中でも中心市街地の部分
はこの予算で結構潤った。特に建設業の皆さ
ん方は 76 兆円、ほとんど建設業の仕事です
から、地方の経済にとっては大いに潤いがあ
ったでしょう。しかし過疎の中の過疎、水源
の里というのは、その中でさらに切り捨てら
れていった。これが現状だったんですね。
私が水源の里、集落一つひとつに着目し
て、これを再生していこう、これを残してい

こうという発想で打ち出したのが、たまたま
日本で初めてだったということです。そこで
自民党大敗、地方区の格差の問題も言われ
て、何となく「この問題は地方格差の典型で
はないか」とにわかにクローズアップされた
というのが真相でしょう。そんなことで採り
上げられたので「この機会を逸してはいか
ん」と思いまして、直ちに去年 10 月にシン
ポジウムを綾部でやりました。議員や自治体
の関係者、NPOの活動をしている人たちが
内外から 800 人くらい集まった。手応えを感
じました。NHKの衛星放送がシンポジウム
の様子を 1時間番組で去年暮れに流してくれ
ました。そういうこともあってテレビカメラ
が次から次に集落に入っていった。応対する
のも大変ですが、今まで何も入ってこなかっ
た、テレビに映るなんて、まずなかったとこ
ろが急に映りだした。自治会長がインタビュ
ーを受けるようになる。だんだん慣れてくる
と最初は腰が曲がっておったのが、どんどん
腰が伸びてくるんですよ。そういうふうに元
気になってこられる。人間というのは、光が
当たれば元気になるんですよ。
そんなことで綾部市だけに留めておくわ
けにいかんということで、全国の水源の里が
ありそうなところに呼びかけました。シンポ
ジウムに来ていただいた 27 人の首長さん全
部に呼びかけ人になってくれといって、全国
にバッとやりました。11 月 30 日、東京の都
道府県会館でやった時には、146 の自治体か
ら 250 人の方が参集してくださいました。自
民党の政調会長の谷垣さんやら公明党の斉
藤政調会長やら各省庁の皆さん方含めて、た
くさん寄ってきてくださり、マスコミの取材
もありました。そんなことで協議会が発足し
まして、今、160 になりました。自然にちょ
っとずつ増えてきています。10 月 28・29 日
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には、福島県喜多方市で第 2回目のシンポジ
ウムをやることが決定しています。ずいぶん
広がりを見せてきました。喜多方のシンポジ
ウムには増田総務大臣も「ぜひ出掛けていっ
て皆さんと意見交換したい」とおっしゃって
いただいています。

事を成功させる 4つのヒント

こういうふうに綾部市の一つの集落で話
し合いを始めてから 2年間、わりと速いスピ
ードで広がってきました。このことは水源の
里の問題に限らず、皆さん方が何かイベント
を仕掛けられたり、商売をされたりするとき
でもそうです。そのときのヒントになると思
います。4つくらいあります。一つはね、動
機が善なるかどうか。「動機、善なるや」。京
セラの稲盛さんが言っています。それが事業
を出発することにあたって一番考えないと
いけないことだと。本当に世の中の人のため
になるかどうか。それが大事だと。
二つ目は「時代にあっているかどうか」。
その点について言えば、今、水源の里という
ものに対する理解が非常に得やすい時代で
ある。何をおいても環境がすばらしい。しか
も山の中です。豊かな緑がある。緑は地球温
暖化を防ぐ、CO2 を吸収する。さらには、「山
は水の固まりだ」という人もありますが、ま
さに山こそ水を保全するわけですね。そして
水について言えば、これからは石油よりも大
事にされる。水の売り買いが行われる時代に
入ってくると言われています。南北アメリカ
はまだ一人あたりの水の量は非常に多いで
すね。アジアはだいぶん下がってきました。
中国の水の使用量は、高度成長にあわせても
のすごく増えてきています。水の存在は大事
だということもございます。

林業、これも今までは国外の外材が安いと
いうことでロシア、インドネシア等々から輸
入して賄っていましたが、台湾のヒノキも輸
出禁止ですね。ロシアからもだんだん値段が
高くなっています。インドネシアも上がっ
た。中国も輸入国になった。日本は至るとこ
ろに山があり、植林しています。大事なのは、
せっかく植林したのに間伐されていないか
ら、スギが全部細い。陽が差さないから下草
が生えない。根っこが広がらない。ですから、
間伐しないといけない。そうすれば大木にな
って根を生やして、水も保全する。国土も保
全できる。国土保全的に見ても林業を改めて
見直す。
贈収賄で捕まったけど、和歌山県の木村知
事（当時）は「緑の公共事業」をやろうと。
道路をつくるのもいいけど、今、目の前の先
祖が植えた山が間伐せずに放置されている。
保全の意味でもマイナスになっている。そこ
に手を入れよう、そういう公共事業をやれば
いいじゃないかと、緑の公共事業をしようと
した。これはいい発想だと思います。水源の
里の地域が守られていれば林業が再生する
拠点になるわけです。前線基地になるわけで
す。上流と下流との関係、特に上流は下流の
ことを思う。「ここで変なものを流したら下
流の人が困るじゃないか」と常に考える。下
流の人も「きれいな水が飲めるのも、上流の
水源の里の皆さん方がちゃんと水を守って
おってくれるからできるんだ」と下流は上流
に感謝する。下流と上流の共生・連帯という
気持ちは日本には大昔からあったんです。そ
れが高度成長になって途中で切れています
が、そういう精神を、もう一度復活させたい、
復活させるべきだという思想が今、大いに広
がりつつある。これも追い風だと思います。
それから三つ目は「グローカル」というこ
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とだと思います。グローバルは、地球規模、
大規模です。ローカルは、地域とか市町村、
集落です。これを合わせて、ローカルに足を
つけてグローバルに物事を考えよう、これが
グローカルだという造語ですね。グローカル
の視点がないとだめだと思います。たまたま
綾部市でやってみたら、こんなにたくさんの
人が注目してくれた。環境問題は綾部市だけ
の問題ではない。綾部市だけで環境が守られ
るということはありませんよ。当然、全国の
市町村の課題であり、極端に言えば全世界、
地球の問題です。グローカルに物事を考え
て、それを実行に移すことが大事だなと感じ
ましたね。
最後は「スピード」ですね。水源の里とい
うのは、1000 年、2000 年の歴史があって、
急に再生といっても時間がかかる。「ゆっく
りやればいいわい」と思いがちですよ。農業・
農村問題はゆったりしている、のんびりして
いるという思いがある。だけど、見てみると
それが落とし穴になっている。時代にどんど
ん取り残される。時代はどんどん走っていっ
ているわけで、昨日、話題になったことが今
日は吹っ飛んでいる。
水源の里だって、アッという間に消えてい
くんですよ。だからスピードが必要だと私は
思いました。そして何をおいても平成 20
（2008）年度の政府の予算の中に、具体的に
芽を出させるということで、これは内閣府と
か総務省とかに言いまして、内閣府では 25
億円、地域再生の予算をつけてもらったりし
ました。私が常々言っているのは年 1000 億
円でいい。10 年間で 1 兆円。76 兆円もいり
ません。10 年間で 1 兆円あれば、やる気の
ある集落なら必ず再生します。市町村と集落
の人が一緒に協力しあえば、そういう流れが
出てくるはずだと。時代はそういうふうに移

っている。今でも、1万人に一人くらい、「そ
ういうところで暮らしたい。定年になったら
年金はどこでもついていくから、そういうと
ころで夫婦でゆっくり暮らしたい」という人
が必ずおる。「それがどんどん増えてくるの
が、これからの時代だ。農業・農村の時代な
んだ」と私はしきりにプロパガンダしている
わけでございますけれども、そういうふうに
なりよりますよね。
そんなことで時間が来ましたので、これで
やめます。もっと言いたいことはありますけ
ど、皆さん方のご質問にお答えするというこ
とで、後の時間を送りたいと思います。どう
も皆さん、ありがとうございました。

［質疑］

富野　四方市長、どうもありがとうござい
ました。大変熱弁を振るっていただきまし
て、政治家は果たして、どういうものとして
理解したらいいのかという思いでお話を聴
いていました。私も 8年間、市長をやらせて
いただきましたので、自分なりに政治家とい
うイメージはあるんですが、通じるものがあ
るなということ、すばらしいことをやってい
らっしゃるなと、つくづく思いました。
今、地方分権といわれていますが、地方分
権といわれながら本当に地域が元気になっ
ていくのかということがあるわけですよね。
政府は地方分権をした以上、権限や仕事が地
方に行くので、地方は自立してくれと。そう
いうことで政策を打ちます。市町村に言って
くるわけです。しかし、本当に地域の人たち
が自分で何かをつくりだす、そこで自分の力
で元気になっていく仕掛けやお金の使い方
ができるかがポイントだと思います。おそら
く思いは同じなんですが、農業や過疎対策
は、実はそういうことになっていない。その
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ために逆に地域が疲弊している。本当に必要
なところにお金が回っていかない。人が動け
ない。まさに、そこのところをどのように突
破しようかと各地域で今まで悩んできたわ
けです。これは過疎地域だけでなく、都会で
も高齢化した団地がたくさんあって、そうい
うところに目が行かない、光がいかない。
そこで一つ政治家の要件として、私はキャ
ッチコピー、その時代を表す言葉、これから
やらないといけない言葉を明確に示す言葉
をキャッチコピーと考えると、それを通して
大野先生と四方市長さんの違いが明確にな
ると思いました。学者がキャッチコピーをつ
くります。「限界集落」というのは学問的に
いいキャッチコピーです。一言でわかる、聞
いただけで定義がわかる。学者としてのキャ
ッチコピーとしてはすばらしい。研究レベル
です。しかし、社会的にどうか。そこにいる
人たち、その対象となっている人たちが逆方
向に消えていってしまう。一方、政治家のキ
ャッチコピーは何か。そのところに光を当て
ていく。光を当てることによって人々が元気
になっていく。そして将来をつくっていけ
る。社会をプラス方向に変えていくキャッチ
コピーが、政治家のものだったと思います。
そのためには単に感覚が優れているとかだ
けではだめで、時代を読む、その中で課題の
本質をつかむ。そして、それを地域の当該の
人たちと共有する。さらに、共有したものを
全国の地域全体に共感の輪を広げていく。そ
してマスメディアや時代性をつかんで現実
に展開していく。そういうプロセスが政治の
中にはあるわけですね。
私はお話を聞いていて、四方市長はこれを
見事にやっていらっしゃると思いました。お
っしゃる通り、時代がなければ、確かにでき
なかったかもしれません。しかし、時代を読

み取って、スピードをコントロールしなが
ら、それをおやりになった。ほとんど希有な
ことだと思います。全国に首長さんがいらっ
しゃいます、国会議員もたくさんおられま
す。でも、こういうことを実際にやれる人、
やった人はそれほど多くはないわけですね。
こういうことは、どこでもいろんな地域で課
題があって、それを待っている人たちがたく
さんいるわけです。だいたいそういう人たち
は切り捨てられる側にある。社会を大きくし
ていく中で、余計者であるとか邪魔とか足手
まといといわれ、そういう人たちが自分たち
の将来を見失ってしまう。これは都会でもニ
ートとか若者の間でも起きているわけです。
そういうところをすくい取るのではなく、同
じ目線で受け止め、同じ目線で行動するので
はなく、それを政治の目線で展開していく。
こういうことをやらなければいけないとい
うことだと思います。そういう意味で、今日
は私も大変、すばらしいお話として受け止め
ました。皆さんもお聞きになって行政とか運
動ではない、政治の姿を、政治が必要として
いるものについてご理解いただくことがで
きたのではないかと思っております。
分権時代、確かに地域や自治体は頑張らな
いといけない。でも、ここでおっしゃったよ
うに国が 76 兆円使ってもできなかった。地
域がちゃんと動けなかった。逆に地域だけで
動けるかというと、決してそうではありませ
ん。財政の問題もありますね。分権時代とい
えども、地域が主体となって人々がつなが
り、国をきちっと動かす仕掛けを地域からど
うつくっていくことができるかということ
が、分権時代にとって重要な問題であること
をお示しいただいたと思います。本当にすば
らしいスピーチをありがとうございました。
感謝申し上げたいと思います。
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皆さんもいろんなご感想、質問をお持ちだ
と思います。限界集落はものすごく厳しいん
ですよ。うまくいくのでしょうかという思い
を持ちながら聞かれた方もあるかと思いま
す。感想を含めて皆さんから出していただけ
ればと思います。

田舎自身がよそ者を締め出していないか

質問　綾部市の東部の山をどんどん登っ
ていったところの過疎化が、とりわけひどい
と思いますが、綾部市に限らず、一つの大き
な問題点は農地の流動性にあるのではない
かと思います。つまり農業委員会が農家資格
を与えない。事実上、農業ができないわけで
すね。結果的に田舎自身がよそ者を締め出し
ているという要素があるのではないでしょ
うか。農地の流動性を高めることができれ
ば、若い人でも農業をやりたい人がいるので
はないか。僕も実は農業がやりたい方です。
八木町の畑を借りていますが、田舎へ行けば
行くほど閉鎖性を感じることがあります。山
へ行けばもっとそうなる。山の場合は地域の
在所が所有している山がありますので、「誰
が間伐するの？」と言われても地域に若い人
がいなかったらやりたくてもできない。やっ
たらいいということはわかっているんです
が、若い人たちがいない。若い人たちも「タ
ダでやるの？」となると日当が出ないならや
らない。そんなに言われるなら、都会で日当
ももらった方がいいよということで、その地
域から逃げていくとなるわけです。林業はも
っと閉鎖性が強いような気がしますが。農地
の流動性を高めることは不可能なんでしょ
うか？
四方　閉鎖性というのは、以前、農村とし
て体制がとれて後背地もなくて、ちゃんとし

ていた戦前の時代なんかは、よそ者はなかな
か入れない時だったと思います。今もそうい
う名残はありますね。「もうこのままで諦め
る」というところは、そのまま死に絶えるで
しょう。でも「何とかしないといかん」と考
え始めて、若い人の意見も出てきてという段
階で、ずいぶん開放的になりつつあることは
確かです。外へ勤め始めているということも
ありますね。そういう点では、後は条件と閉
鎖的な考え方、意識を加速度的に改めさせる
ことですね。

農村特区を申請

四方　そのための物的な基盤として、農地
の問題と家の問題があります。農地の問題に
ついては綾部市が「農村特区」を申請しまし
て、従来は東部の地域に約 3～ 4 反買わなけ
れば農民になれなかった。それを 1反でもよ
ろしいと変えました。1反というと借りるの
は簡単ですが、買うのでも水源の里まで行っ
たら、のしつけてタダでもいいところも場合
によってはある。ほぼ整備しているところで
も、一匁（300 坪）30 万円から 50 万円出せ
ば喜んで売ってくれるでしょう。今まで百姓
やっていない人でもできるよう、規制緩和で
基準をうんと低くしました。家の問題は先程
のような問題があります。たまたま空き家が
あって入ってきても、集落のきまりで年に 3
回は溝さらいに出ないといかん、道づくりに
出ないといかんとか。祭りの共同作業とか従
来からの慣習にすぐ入れというところもあ
ります。それをやるとアゴを出して逃げて帰
るというのも事実あります。そういう経験を
皆さん何回かしていますし、そういう話も行
き渡っていますから、「入ってきても、あま
り手荒う扱ってはいかんぞ。自治会の会費も
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安くしないとあかんぞ。氏子も慌ててする
な。」ということは感じ始めています。でも、
空き家がなかなか出ないので、綾部市は水源
の里 2カ所に市営住宅をつくろう、いっぺん
やってみようと 2 戸だけつくります。20～
30 戸つくったら大変ですから 2戸つくって
みようということで 8月から工事にかかりま
す。広い土地に 2LDK。快適ですよ。我々が
やっているところの予算を明かすと、平屋で
1300 万円くらい。そのうち 600 万円は国か
ら補助金が出る。600 万円で綾部市では建つ
わけで、それを 15 年で返済してもらったら
いい。途中で払い下げにも応じる、時価でね。
そういう条件をつけて 2戸建てます。実際に
「人が来るな」とわかり始めたら、皆、考え
始めるんです。離れが空いている、台所もあ
る、風呂もある。そのままにしておくと勿体
ないと感じ始める。
変化はちょっとしたことから始まります。
意識が変わっていく。農地の問題、家の問題
も具体的な政策を打ち出すことで変わって
くると思っています。農地の問題は綾部市が
1反にしたら全国に広まって全国的に 1反で
OKだと思いますよ。そういう時代に入って
きました。
富野　今のお話でいくつか重要なことが
あったと思います。一つは地域が「国の法律
がこうだから」とすぐ諦める。「制度がこう
だと無理だ」と思うのではなく、地域の実情
にあわせて逆に法律を変えさせる。特区はま
さにそうですね。法律を変えさせる。制度、
運用を変えさせることは工夫できると思い
ます。工夫をしていくこと。そこですばらし
いと思うのは全国協議会をおつくりになっ
た。そうすると情報が共有できるわけです。
「こういうふうに工夫したよ、通ったよ、こ
っちもこうできるね」と情報を交換しなが

ら、いろんなことがよくなっていく仕掛けを
つくられたのはすばらしいと思います。仕組
みを国がつくってくれるのを待つのではな
く、自分たちで工夫してつくっていくことを
おやりになっていることは学ぶ必要がある
と思います。
農村の問題ですが、農村の仕組みは合理的
にできているんです。今の社会では不合理か
もしれないけど、少なくとも江戸時代、明治
までは合理的な制度だった。それは因習によ
って決まっているのではなく、合理性によっ
て決まっていたんですよ。時代が変わって今
の時代、新しい合理性のある農村の形成がで
きるはずです。高齢者が多くなって人も少な
くなって知恵が集まりにくくなってしまう
と、合理的な設計ができなくなってしまうこ
とが問題で、農民の人たちが情報を得る、都
会の人と接触して、何が自分たちにとって合
理的で、生き延びやすいかを感じていただく
ことも大事ではないかと思います。人間は合
理的に生きる生き物だということでありま
すから、因習とかガチガチに固まっていると
いうふうに、あまり考えすぎると難しいと思
います。
四方　我々の世代は田舎の因習とか、朝は
朝星、夜は夜星で百姓に明け暮れて土にまみ
れて真っ黒になってクタクタになり、「そん
なん、かなん」ということで都会のネオン、
ビルに憧れてどんどん出ていったという歴
史ですよね。それがずっと続いて 60 年以上
経ったわけです。振り返ってみたら水源の里
が残っているわけです。おばあちゃん、おじ
いちゃんが残されている。そういうところで
今度は、都会生まれの都会育ちの人たちが
が、ずいぶん増えてきたんですよ。自分のと
ころのルーツは何だろうと考えてみたら田
舎が多いんですね。そこには親戚はなくなっ
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ているかもしれない。しかし、地域にまだコ
ミュニティが残っている。一緒に道普請（み
ちぶしん）するとか、山に入るとか、祭りを
やるとか、うっとうしいかもしれません。
我々の世代は、そういううっとうしさから逃
れて都会に出てきた。でも逆の、そういうこ
とが結構楽しいんじゃないか。挨拶も交わさ
ない都会の生活よりも、うっとうしいかもし
れんけども、その方が人間らしくていいじゃ
ないかというふうに、ちょっと視点を変えれ
ば、水源の里とか農村・農業地域に対して関
心が高まってくるんですよ。そういう若い人
たちが大都市で確実に増えてきていること
は確かです。
農業・農村地域、水源の里問題も、今は追
い風だと私は思っているんです。今まではそ
れを表に出して言うのは気恥ずかしかった
んですよ。綾部にわざわざ Iターンした人が、
タオルをもって、近所に挨拶に回ったら、何
軒かのおばあちゃんが「ようあんた、こんな
ところに来れたな」と言われたのにガクッと
きたとおっしゃっていましたけどね。ずっと
住んでいる人にとってみれば、どんどん人が
少なくなって、ここはもうこれで終わりなん
だと。なのに、そういうことがヒョンと出て
きたら「なんであんた、来たんや。都会で悪
いことをしてきたんやないか」と、そういう
ふうに思うのは無理ないんですよね。その時
に私は「よう来られた。ここはいいですよと
一言言ったら、全然違いますよ」というふう

に、皆さんに言ってるんですけどね。そうい
う時代に、今、入りつつあるんですよ。だか
ら地元の人が心を開いて、手を広げて、来た
人に笑顔で迎える。やってきた人たちが溶け
込んでもらうのをじっと待つ。そういうこと
も我々は「水源の里」事業を通じて、全国の
地域の皆さん方に PRしていかねばと思って
います。知らしめていかないといかんと。
富野　そういう中で行政が果たす役割は
結構大きいと思います。個人でやるとカチン
とくるんだけど、行政が言うと素直に聞いて
いただけることもあると思います。行政はい
い役割ができると思いますね。私も島根県の
農村に住ませていただいて、いい経験をしま
した。過ごしやすいんですよね。中に入ると
過ごしやすい。私のゼミも水源の里の一つで
合宿します。今の若者は関心を持つんです
ね。どんどん変わっていっています。
四方　ちょっと宣伝させてもらいますけ
ど『水の源』という水源の里全国連絡協議会
の機関誌を創刊しました。第2号は8月1日。
年 4 回出ます。購読料は年 1000 円。全国の
157 の自治体にも行っています。ぜひご関心
のある方は購読していただけたらありがた
いと思います。また、水源の里の事業が始ま
ってつくった特産物があります。水源の里の
山蕗と北海道の昆布を合わせて阪急百貨店
の地下で売っています。ジャンケンで勝った
人にお土産に。

［2008 年 6 月 21 日］


